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Abstract : 
  This study firstly reports on a two-week nursing program, which was held in Melbourne, Australia in 2001. Secondly, it examines 
the effects of the program on the participants in terms of their internal growth and awareness towards Australian culture, behaviour and 
the language. Lastly, it explores affiliation eed observed in the participants in comparison with English major students in a similar 
program in England. 
  The results suggest hat (1) the overseas nursing program is useful for motivational reasons, (2) the nursing students observed their 
host families rather critically, and (3) they seem to have higher affiliation eed than English majors and were able to perform well in 
everyday situations by keeping eye-contact, smiling and nodding for agreement.
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立案 に際 して,治 安面 で安 心でき るもの,医 療現場
を直接見学で きるもの,ナ ー スに特化 した英 語プ ログ
ラムを提供で きるもの,異 文化体験 が直にで きるホー
ムステイがで きるもの等 この種 の研修 導入 時に考慮す
べき事項 をク リア してい るもの として,オ ース トラ リ




























トを実施 し,必要に応 じて直接面接 も行った。
2.2参加者
当初1週 間は10日 間 ・2週間 ・3週間の3コーフ
が合同で全て同じプログラムに参加 していた。3コ ー
ス全体の参加者の内訳を見ると,4年 制大学の看護弄
学生が20名,短 大生が10名,専 門学校等の学生 僚
齢は20歳 前後)が17名,既 に経験を豊富に積んた

























今 回のプ ログ ラム は大き く分 けて(1)週日の午前 ヰ
3時間行われ る看護英語 レッスン,(2)午後に行われ そ
病 院等の施設見学 ・医療 に関す る講義,(3)オー ス トラ
リア人宅でのホー ムステイ による生活 ・文化 体験か ら
なっていた。
英 語に不安のあ る参加者 に とって内容 を良 く理解 し
た り質 問で きるよ うに,講 義 ・施設訪 問 とも医療英 詳
に堪能 な元看護 婦(日 本人)が 通訳 として必ず 同行 し
た。 医療 関連 の講義は,オ ース トラ リアのヘル スケア
システ ムに関す るもの と,高 齢者ケ アに関す るものガ
現場経験 の豊 かな専門家に よ り行われた。 医療施設 貝
学 は盛 りだ くさんで,教 育病院で あるオー ステ ィン猜
院(AustinHospital)を訪 れ,CCU(CriticalCar〔
Unit)・集 中治療 室 ・普通病棟 を見学 した り,ロ ー ケア
ホステル(lowcarehostel:看護 ケアが あるわけでな
く,原 則 として 自活 でき る人たちが,体 が不 自由にな
る前 に,子 供 の世話 にな ることな く,友 達 を作 った り
す るの に 入 る施 設)で あ るハ イ ベ ール ・ビ レ ッジ
(Highvaleretiredvillage)を訪 問 して建物や提供 さ
れてい るサー ビスを見学 した。 更に,オ ース トラ リア
で初 めて子供 の終末 ケア施設 として創設 されたVer}
SpecialKidsHospitalも訪 問 した。 医療 関連 の講議
と医療施設訪問 について参加者 か らの 自由記載 式ア ン
海外短期看護研修の及ぼす心的効果に関する考察










原則 として学生2人 がペア とな り各ホス トファ ミリ
ー宅に滞 在す るよ うな形態が と られていた。事後ア ン
ケー トに よると,初 日に トラム(路 面電車)に 乗 って
通学するのには心強か った よ うで あるが,ど うしても
帰宅後2人 で 日本語 を使 って しま うの で,で きれ ば1
人1家 庭の方がいい との参加者 の声が多 かった。 この
ペア制度以外で,代 表的 な感想 は次 のよ うな ものであ
る。 「ホス トファ ミリー との交流は言葉 の壁 を越 えた
とて も暖かみの あるもので,人 間対人 間 との関係 は本
来 こ うあるべ き!!と思 える ような もので した。 全 くと
い ってい いほ ど英語 が話せ ない私 に親切 に,わ か りや
す くコ ミュニケー シ ョンを とって くれたホス トファ ミ
リー に感 謝 の気持 ちで い っぱいです。」ホ ス トフ ァ ミ
リー の項 目に関 しては,異 文化 体験 ・人間 と しての視
野 を広 げ るといった側 面が多分に あるので,次 のセ ク














自己に対す る自信や 異文化 ・英語への意識 にどの よ う
な心的変化 が現れ るのか を調べ る研 究が石野他(1999)
に よって行 われた。石野他 の研 究(1999)では,「海外滞
在経験 に よる自信 の移 り変わ り」 にかかわ る29項 目
と 「異文化 と外国語への意識」 にかかわ る25項 目が
作成 された(参 考資料)。
この質問紙 によるア ンケー ト調査 を,今 回視察 した
2週間 コー ス参加の学生13人 対象 に,ホ ー ムステイ
開始2日 目(事 前 アンケー ト)と 最終 日である14日
目(事 後 アンケー ト)の2度 行 い,そ の結果 を比較検
討 した(回 収率100%)。 第1日 目はメル ボル ンに到
着 し,ま だホス トファ ミリーに会 っていない段 階であ
ったので,第1夜 をホス トファ ミリー と過 ごした直後
の第2日 目に最初 のアンケー トを実施 した。2度 目の
アンケー トは昼休 みの時間を使 って一斉に研 修教室で
実施 され た。
回答 は無記名 方式 とし,(1)一(29)の「経験 と自信」
項 目については 自信 があれば4,全 く自信がな ければ
1,(30)《54)の「異文化 と外 国語 への意識 」項 目では
強 くそ う思 うのであれば4,全 くそ う思わ なければ1
と記入す る4段 階 リカー ト法 をとった。その結果が表
1であ る(t検 定 を行い54で 除 した値 を有意 レベル
に設定 し,これに達 した設問の標 準偏差SDの み 明記)。
石野他 の研究の被験者 を詳 しく見 る と,全 てA女 子
短期大学 の学生(年 齢 は明記 され ていないが短大生 で
あるこ とを考慮す る と平均19歳 前後 と推測 され る)
であったが滞在先 によ り,大 き く3つ のグル ープに分
け られ ていた。 オー ス トラリア語 学研修 の39名,オ
ー ス トラ リアフ ァームステイの19名 ,ア メ リカ語 学
研修 の11名 でそれ ぞれ4週 間の滞在 であった。3グ
ル ープ ともに同 じア ンケー トを用いたが,本 研 究の被
験者 が参加 したプ ログラムに最 も近いのはオース トラ
リア語 学研 修であ ると思われ るので,比 較の為 にその
グル ープの結果 も表1に 附加 しておいた。
3.2海外滞在経験による自信の変化
まず経験による自信 の変化を見る設問#1～29に












者は2週 間の研修を通 してようや く石野他の被験者の
渡航前の自信レベルに達 したと解釈することができる。
また,両研究の被験者 ともに海外研修によって自信は







研修先であるメルボル ン ・ランゲージ ・センターがメ
ルボルンの中心地にあり昼休みや1日 のプログラムが
終わった後で,シ ョッピングをした り郵便局に行き日
































































の 中で,日 本人 に とってファー ス トネ ームで呼び合 う
ことで親 しみ が増 した と感 じられ たのか もしれない。
この習慣 はオー ス トラ リア社会 では当た り前の ことで
あるので,逆 にホス トファ ミリーに同様 の質問をす る
ことで,こ のプログラム参加者 たちが感 じた親 しみの
度合い と,ホ ス トファ ミリーがフ ァース トネームを使
うことで伝 えよ うとしていた親 しみの度合いを比較 し
てみ る と興 味深 い結果 が得 られ るか も しれない。
「日本人 に生まれ てよかった」の項 目では,石 野他
の結果 では3.65が3.57へ とほ とん ど変化 してお
らず,4週 間の滞在 に よって 日本観 ・オース トラ リア
観 が変 わ らなかった と解 釈で きる。 これ に対 して,本
研 究の被験者 は2.77か ら3.54へ と実に0.77
もの変化 を見せた。 これは本研究の被験者 は,石 野他
の被 験者 と比べてオース トラ リアでの生活体験 によっ
て 日本観 に遙かに大 きな変化が起 こった と換言 できる
だろ う。この差 を少 し詳 しく見てみ ることにす る。 「異
文化への意識」 に関す る25項 目中で,石 野他 の研 究
では0.2以 上の差に よる 「顕著なマイナスの変化」が
観察 された のは#39「滞在 国の人 は 日本 よ りも質素な
暮 らしを している」と#43「滞在 国は 日本 よ りも危険
で ある」 のみ であった。 つま り,4週 間のオース トラ
リア滞在 によって,被 験者 は当初 思っていた ほど質素
な生活 で もない し,危 険性 があ るわ けで もない と感 じ
た と解釈 でき る。
一方 ,本研究 では#31「 家族の家事 の分担 は 日本 も
見習 うべき」,#33「 家族 と過 ごす時 間を大事 にす る
習慣 を 日本 も見習 うべ き」,#41「 滞在 国の生活水 準
は 日本 よ り高い」,#46「 滞在 国の女性 は 日本 の女性
よ りも幸せそ うで ある」,#48「 滞在 国の同世代 の女
性 は私 よ り精神的 に大人 だ と思 う」の5項 目で0.2以
上の低下が観察で きた。低 下後 で さえ3,61,3.4
6と高い数値 を示 している#31,#33の 結果か ら考
えると,こ のよ うな習慣 の良 さをを認 めなが らも,実
際 にそ の中で生活 しなが ら将来の 自分が築 く家庭 を考
え合 わせ る と,必 ず しも日本 人が見習 う必要があ るわ
けでもない と考えた参加者 が多かった と言 えるだ ろ う。
また滞在 国の女性 に関す る設問#46,48に 対す るポ
イン トも下がってい ることよ り,2週 間の観察後 には
当初 ほ どの評価 を していない こともわか る。一方石野
他 ではそれぞれ0.33,0.06ポ イ ン ト向上 してお
り同性への評価が好意的であることと比較すると,看
護研修 グループはかな り厳 しい観察眼でホス トファミ
リーの生活やオース トラリアの女性を見ていたようで
















他はコメン トしているが,そ の理由は考察 されていな
い。英語圏での看護研修の柱の一つは英語の研修であ
るので,現 地スタッフとの緊密な打ち合わせにより参










既に受講 した学生が,そ の有用性を見いだした結果 と
取れれば,ESP授業を看護学生対象に行っている英語
教育関係者にとっては朗報である。
3.5海 外 滞在経験に よる心的変化の まとめ
「海外研修 による 自信 」 「異文化への意識」 「外国語
へ の意識 」について石 野他(1999)による54項 目か ら
なるアンケー ト調査 を事前 ・事後2度13名 対象に実
一91一
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4看 護研修参加に よる親和欲求面 での効 果
看護研修へ の参加者 は,英 語専攻の学生でない にも
かかわ らず,参 加動機 の中に英語 力の向上 をあげてい
た。また,ホ ス トファ ミリー との コミュニケー シ ョン
の場で は,相 手 を理解 しこち らも理解 して もらい,よ
りよ り人間関係 を作 りたい とい う「親和欲求」(池 田他,
1998)も全員が持 っていた。 しか し語 学力の差があま
りな くて も,い い雰囲気 を築 ける学生 とそ うでない学
生にわかれて しま う。人 間の表現 の うちで言語 に よ り
伝 わるのはわずか3割 にす ぎず,残 りの7割 はノンバ
ーバル であ る とす る説(Birdwhistlell,1970;佐藤,
1995)と,ノンバーバルの読解(感 性)が 言語 メ ッセ ー
ジの読解(知 性)よ りも人間 にとって重要 である とす
るD.ゴ ー ル マ ン(1995)が提 唱 した"Emotional
















をそのまま用いた。 これは,池 田 ・小池の被験者が短








ンケー トとその結果をまとめたのが表2で ある(数 字
は%)。
分析に際しては,池田・小池が取ったように,「いつ






































ような項 目に常々気を配っているので,オ ース トラ リ
アでも自然 と振る舞いの中に出たと想像できる。
次に非言語表現能力の向上意欲に関しての回答結果
に目を向けると,「そ う思 う」率が高い項 目はほぼ英語
科の学生と看護研修参加の学生 とで一致を見た。「自
然な立ち振る舞いをしたい」「豊かな表情になりたい」
「優 しい表情を身につけたい」 「明るい表情にな りた
い」「相手を安心させる表情を身につけたい」等は全て
両グループともに70%以 上の者が 「そ う思 う」にチ
ェックを付けていた。唯一20%以 上の開きがあり且
つ両グループとも75%以 上であったのが 「正 しい発
音の仕方を知 りたい」であった。この項 目には英語科







を調べた結果,看 護研修参加者は表情 ・笑顔 ・アイコ



























護学生の自信 ・異文化や外国語に対す る意識 ・親和欲
求にどのような影響を及ぼすのかを,ア ンケー ト調査
結果を基に考察 した。参加者13人 から得た事前 ・事
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1人で英語 を使 って買い物ができる(ス ーパーマーケ ットを除く)。
1人で レス トラン等で英語を使って注文できる。
英語で簡単な 自己紹介 をし,自 分や家族,学 校等 についての質問に答 えられる。
人に英語で道を尋ねることができる。
夕食事等にホス トファミリーに自分から進んで話題を提供できる。
銀行で トラベ ラーズチェックを換金 した り,円 を滞在国の通貨にかえた りできる。
滞在国内で電話をかけることができる。
ホス ト先で電話が鳴った ときに,ま わりに誰もいなければ 自分が対応する。
適 当な額のチ ップを渡せる。
迷惑 をかけた相手 に,適 切な英語で謝 ることができる。
迷惑 をかけ られた場合に,適 切 な英語で注意をした り,苦情 をい うことができる。
困った ときは英語で助 けを求めることができる。
英語で手助けや手伝いを申 し出ることができる。
相手の良い ところを見つけた ら,素 直に英語でほめることができる。
身近な 日本の事柄 を説明し何 とかわかってもらえる 自信がある。
郵便局に行って,日 本に手紙 ・小包等を送れる。




誘われた ときでも,行 きた くない,し たくない事であればはっきり断 ることができる。





列 を作って忍耐強 く順番をまつ ことができる。
内容(異文化と外国語への意識)
家族全員が家事を協力分担 しているのは良いことである。
上記のことは,日 本人 も見習 うべきである。
自分の時間や休 日を家族と過ごすことを大事にする習慣は良い。
上記のことは,日 本人も見習 うべきである。
見知 らぬ人にも,親 しみやすい態度 をとることは良い ことである。
上記のことは,日 本人も見習 うべ きである。
年齢に関わ らず,お 互いの名字よ りも名前で呼び合 う習慣は良い。
上記のことは,日 本人も見習 うべきである。
滞在国の子供は 日本の子供より自分を主張できるよ うだ。




滞在国は 日本 よ り危険である。
結婚相手は外国人でもかまわない。
滞在 国の男性 は日本人の男性 より幸せそうである。
滞在 国の女性 は 日本人の女性 より幸せそうである。
滞在 国の人は 日本人に対 して,偏 見,差 別意識 をもっていない。
滞在国の同年代の女性は,私 より精神 的に大人だと思 う。
滞在先の英語の授業は今回の海外滞在には役だったと思う。
中学,高 校で勉強 した英語は今回の海外滞在 には役に立った と思 う。
大学,短 大で勉強 した英語は今回の海外滞在 には役に立った と思 う。
海外研修に参加 して自分の英語が上達 した と思 う。
私は,ど んな ことを しても英語が話せるようにな りたい。





















































































































































































































































































































































































































































(*ρ〈.05)#30-54につ い て事 前 ・事後 間 の 有 意 差 の 言 及 は 石 野 他 に は な い。
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表2:親 和欲求に関するアンケー トと結果
[滞在先での非言語による自己表現に関する意識]
笑顔を心がけるようにした
相手の 目を見て話すようにした
明るい表情を心がけるようにした
表情を豊かにす るようにした
自分のもっ雰囲気を大切にするようにした
場面に合わせて自分を表現するようにした
相手の表情を読みとるようにした
相手の動きをみるようにした
相づちをうっようにした
堂々と振る舞 うようにした
姿勢をよくした
歩き方に気を付けた
ものこしに気を付けた
(服装などの)色 彩に気を付けた
服装に注意を払った
装身具による自己表現に気を配った
相手にプ レゼン トを贈った
手紙やカー ドを送った
はっきりと発音するように口を大きく動かした
相手に聞こえるように適度な声の大きさで話 した
声の高さに気を付けた
時間に気を配った
[非言語表現能力の向上意欲]
身体表現で気持ちを表現したい
自分 らしい身体表現をしたい
対人距離を身につけたい
他人によい印象を与えたい
感情表現をコントロールしたい
適切な身体表現を身につけたい
自然なたち振る舞いをしたい
言葉以外から相手の気持ちを身にっけたい
素敵な(美 しい)表 情を身につけたい
豊かな表情にな りたい
優しい表情を身につけたい
自然な笑顔ができるようになりたい
美 しい姿勢を身につけたい
明るい表情になりたい
美 しい歩き方をしたい
相手を安心させる表情を身につけたい
よく見つめることができるようになりたい
自分に似合 う服を見つけたい
好ましい化粧方法を知りたい
自分 らしい髪型を知りたい
自分に似合 う色を知りたい
色彩表現の手法を学びたい
タイミングの捉え方を身につけたい
品のある表情と動作を身につけたい
適切な間をとれるようになりたい
堂々とした態度を身にっけたい
パワーのある表情や動作をしたい
存在感のある表情を身につけたい
いきいきとした表情と動作を身にっけたい
正しい発音の仕方を知 りたい
いつもした
100670ク
100β0ノ
923
53.8
46.2(26)
46.2(15)
z69側
769
84.665Z♪
15.4
0(21)
0
23。1
23.1
38.5(6)
23.1(6)
769635ソ
46.2
15.4
30.8
7.7
30.8(59)
そう思う
46.2
53.8
46.2
61.5
38.5
69.2
z69
76.9
z69
846
76.9
z69
53.8
846
z69
846
53.8
69.2
69.2
69.2
61.5
53.8
69.2
61.5
69.2
69、2
53.8
53.8
61.5(83)
92.3ピZ勿
ときどきした
0
0
7.7
30.8
7.7
7.7
23.1
23.1
15.4
15.4
46.2
23.1
15.4
17.7
0
0
7.7
15.4
15.4
30.8
15.4
53.8
少し思う
38.5
23.1
7.7
30.8
38.5
30.8
15.4
23.1
7.7
7.7
23.1
23.1
30.8
15.4
23.1
7.7
38.5
23.1
23.1
23.1
30.8
30.8
23.1
38.5
30.8
30.8
30.8
30.8
38.5
0
どちらともいえない
0
0
0
15.4
30.8
38.5
0
0
0
46.2
38.5
46.2
53.8
15.4
23.1
38.5
15.4
38.5
53.8
38.5
38.5
15.4
どちらともいえない
7.7
15.4
38.5
7.7
23.1
0
7.7
0
15.4
7.7
0
0
7.7
0
0
7.7
7.7
7.7
7.7
7.7
7.7
15.4
7.7
0
0
0
7.7
15、4
0
7.7
あまりしなかった
0
0
0
0
15.4
7.7
0
0
0
7.7
7.7
7.7
7.7
15.4
15.4
15.4
0
0
7.7
7.7
15.4
7.7
あまり思わない
7.7
7.7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7.7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
しなかった
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7.7
7.7
15.4
0
23.1
15.4
15.4
0
0
0
0
15.4
0
思わない
7.7
0
0
0
15.4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7.7
0
0
0
0
0
0
7.7
0
0
0
0
7.7
0
イタリックは75%以上,下線は池田他と20%以 上の差があることを示す。
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